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滝
川
公
園

空
知
に
誇
る
水
郷
滝
川
公
園
は、
敷
地
一万
六
、
四
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
を
擁
し
た
広
大
な
地
域
で、
沼
あ
り、
川
あ
り
、
山
あ
り
天
然
の

美
を
そ
な
え
た
う
え
に、
近
時
ま
す
ま
す
人
工
の
美
を
加
え
て、
名
実
と
も
に

観
光
滝
川
公
園
の
名
を
高
め
て
い
る
。

現
在
こ
の
地
域
は、
砂
川
市
の
地
域
に
あ
る
が、
こ
の
地
は
も
と
下
赤
平
と

い
い、
沼
の
名
も
通
称
赤
平
沼
と
よ
ん
で
い
た
。

次
に
中
田
弥三
次
郎
の
古
老
談
の
一
節
を
掲
げ
よ
う
。

明
治
三
十
年
頃
ま
で
赤
平
は
山
岸
の
所
ま
で
空
知
川
が
流
れ
て
お
り、
東
三
丁
目
突
当
た

り
の
鮫
渕の
四
・
五
丁
下
流
か
ら
今
の
富
平
地
帯
の
山
際
を
流
れ
て
空
知
大
橋
の
少
し
上
手

に
流
れて
い
た
が、
明
治三
十
一
年
九
月
の
大
水
害
で
本
流
が
滝
川
東
裡
地
帯
に
切
替
っ

て、
現
在
の
よう
な
地
形
に
変
っ
た
の
で
あ
る
が、「赤

平
沼
」
は
全
く
空
知
川
の
本
流
で
あ

っ
た
も
の
で当
時
富
平
は
未
開
の
地
で
は
あ
っ
た
が、
確
か
滝
川
の
領
分
で
あ
った
の
だ
。

こ
れ
で
も
わ
か
る
よ
う
に、
赤
平
沼
は
空
知
川
の
河
跡
湖
と
し
て、
そ
の
後

長
い
間、
鮒、
鯉
、
う
ぐ
い、
え
び
な
ど
の
繁
殖
に
よ
り
太
公
望
連
を
喜
ば

せ
、
ま
た
滝
川
酪
農
社
の
牛
の
放
牧
地
と
な
っ
て
い
た
。

町
の
漁
人
鈴
木
吉
次、
今
忠
策
ら
が
引
網
を
利
用
し
て
年
々
漁
獲
を
し
た
り
、

時
に
は
町
吏
員
や
警
察
署
員
を
招
待し
て
鮒
の
薩
摩
汁
と
冷
酒
に
興じ
て、
園
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遊
を
試
み
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
町
民
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
大
正
二
年、
大
正
天
皇

御
即
位
の
記
念
事
業
と
し
て、
町
役
場、
警
察
署
の
企
画
で
町
民
総
動
員
に
よ

り
公
園
地
の
雑
木
を
払
い
草
刈
り
を
す
る
な
ど
、
清
掃
を
し
て
こ
こ
に
初
め
て

「
滝
川
公
園」
と
称
す
る
に
い
た
っ
た。

昭
和
七
年、
石
渡
寛、
広
部
弥
助、
藤
山
九
一ら
同
志
が、
こ
の
地
域
を
利

用
し
て
大
遊
園
地
を
建
設
し
よ
う
と
計
画
し
、
「滝
川
公
園
期
成
会」
を
結
成

し、
犠
牲
を
払
っ
て
着
実々
行
に
う
つ
し
て
い
っ
た
。
し
か
し、
戦
争
が
し
だ

い
に
激
し
さ
を
加
え
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
顧
る
暇
も
な
く
放
置
さ
れ
て
い

っ
た
。

し
か
し
、
終
戦
後
世
情
も
落
ち
つ
き
、
荒
廃
に
ま
か
せ
て
い
た
滝
川
公
園
の

整
備
再
開
を
要
望
す
る
声
が
出
て
き
た
。

水郷川滝公園

町
で
も
町
民
憩
い
の
場
所
と
し、
ま

た
外
客
誘
致
の
一環
と
し
て
公
園
整
備

に
踏
み
出
し、

「滝
川
公
園
保
勝
会
」

と
協
力
し
て、
昭
和二
十
七
年
度
から

五
か
年
計
画
を
樹
て
て
町
費
六
百
余
万

円
を
注
ぎ
込
ん
で、
公
園
を
整
備
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

1
回
遊
道
路
を
つ
く
る
‒
遊
歩
道
路
一、

八
〇
〇
メー
ト
ル
を
各
種
円
曲
線
を
交
え

た
幅
三
メー
ト
ル
の
路
線
を
つ
く
り
、
遊

歩
の
気
分
が
満
喫
で
き
る
よ
う
に
し
、
ま

た
優
雅
な
橋
を
架
け
る
。

943



第
十
三
編
生
活
と
文
化

滝川公園 (昭和28年)

2
植
樹̶
‒喬
本
一
五
〇
本、
灌
木
一
五
〇
本、

桜
樹
一
五〇
本
を
植
え
て
園
内
の
美
を
は
か

る
。

3
遊
具
を
施
設
す
る
―‒児

童
の
遊
び
場
と
し
て

適
当
な
各
種
の
遊
具
を
施
設
し
、
迷
路、
動
物

舎
、
花
壇
、
あ
ず
ま
や
を
作
り
中
央
広
場
に
は

高
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
鉄
骨
又
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
平
和
記
念
塔
を
建
設
す
る
。

4
水
遊
び
施
設
―‒水
面
を
自
由
に
遊
べ
る
よ
う

ボ
ー
ト
三
〇
艘
を
設
備
し
付
帯
す
る
舟
着
場
を

設
け
る
。

5
柵
垣
を
つ
く
る
―‒富

平
道
路
に
沿
っ
て
木
柵

約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
つ
く
り
正
門
を
つ
く

る
20

6
照
明
設
備
を
つく
るー
上
水
道
水
源
地の
高

園
路

総
額

所
要
経
費
一
八
〇
五

圧
外
線
を
延
長
し
て
園
内
に
低
圧
の
照
明
点
灯
を
設
備
す
る
。

六、
一三
二
、
〇
〇
〇
円

七
二
〇
、
〇
〇
〇
円

植
樹

あ
ず
ま
や
五
ヵ
所

三
〇
艘

三
カ
所

四
〇
〇
印

橋
梁

ボ
ー
ト

記
念
塔

一
ヵ
所

動
物
舎

八
カ
所

児
童
遊
具

舟
着
桟
橋

照
明
設
備

売
店
、
休
憩
所

整
地、迷
路、花
壇、広
場
六、
一三二

、
〇
〇
〇
円

昭
和二
十
八
年
五
月
十
七
日、
面
目
を
新
た
にし
て
「さ
く
ら
ま
つ
り」
を

実
施
し
た
。

今
や
全
く
面
目
一
新
し
て
諸
般
の
施
設
も
成
り、
毎
年
五
月
十
日
か
ら
の
桜

祭
り
を
始
め
と
し
て
滝
川
市
民
の
健
全
行
楽
地
と
な
っ
た
。
春
は
桜、
夏
は
ボ

ー
ト
を
楽
し
み
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
等
、
ま
た
季
節
ご
と
に
草
花
は
咲
き
乱
れ、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
近
郊
か
ら

来
て
遊
ぶ
家
族
連
れ
の
行
楽
は
年
と
共
に
ふ
え
、
水
郷
滝
川
公
園
の
名
を
高
め

た。
さら
に
裏
山
の
学
校
植
林
地、
上
水
道
水
源
池、
四
十
七
義
士
の
墓
な
ど

を
一
環
し
た
観
光
道
路
も
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら、
今
後
さ
ら
に
一層
賑

い
を
み
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
明
治
二
十
三
年
ご
ろ
の
空
知
川
本
流
は
山
際
を
流
れ
て
い
た
が、
そ

こ
に
楕
円
形
の
中
島
が
で
き
、
通
称
弁
天
島
な
ど
と
よ
ぶ
こ
の
島
に
は
多
く
の

蛇
が
棲
息
し
て
お
り、
弁
天
島
か
ら
崖
の
方
は
急
流
で
深
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
も

あ
り、
鮫
(ち
ょう
ざ
め)
が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
七
年
こ
の
辺
一
帯
の
公
園
計
画
の
時
、
中
の
島
に
神
社
を
建
て
厳
島
神

社
と
称
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和二
十
九
年
の
十
五
号
台
風
で
大
破
し
た
時、
町

で
大
修
理
を
加
え、
植
樹
な
ど
を
行
い
美
観
を
添
え
、
公
園
全
体
の
風
致
を
増

し
て
い
る
。

国
木
田
独
歩
の
碑

明
治
文
壇
の
奇
才
国
木
田
独
歩
が
二
五
歳
の
若
い
情
熱

を
燃
や
し
、
キ
リ
ス
ト
の
永
遠
の
愛
を
信
じ
愛
人
佐
城々
信
子
と
秋
の
塩
原
に

恋
の
逃
避
行
に
出
て
、
そ
の
足
で
独
り
北
海
道
に
新
天
地
を
開
拓
し
、
こ
こ
に

愛
の
巣
を
求
め
て
、
ひ
ょう
然
と
道
庁
を
訪
れ、
新
し
い
土
地
を
開
拓し
た
い

と
申
し
出
た
の
は
明
治
二
十
八
年
九
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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「そ
れ
な
ら
空
知
川
の
ほ
と
り
が
良
い
で
し
ょう
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

九
月
二
十
五
日
土
地
選
定
に
空
知
太
駅
に
下
り
た
っ
た
。

彼
の
第
一
印
象
は
著
書
「空
知
川
の
岸
辺
」
「独
歩
書
翰
」
「欺
か
ざ
る
の

記
」
な
ど
に
そ
の
雄
大
な
空
知の
自
然
美
を、
あ
ま
す
所
な
く
描
写
し
て
い

る。
空
知
太
駅
か
ら
馬
車
を
駈
っ
て、
三浦

屋
(当主

は三
浦
庄
作)
に
少
憩
し

て、
主
人
の
教
え
る
ま
ま
に
歌
志
内
に
廻
り
山
越
え
を
し
て
空
知
川
に
出
た

が、
夢
多
い
彼
は
空
知
川
付
近
の
大
自
然
に
感
嘆
の
目
を
見
張
り
な
が
ら
、
こ

の
悠
大
な
自
然
の
な
か
の
空
知
川
の
岸
辺
に、
恋
と
文
学
と
を
求
め
た
の
で
あ

る
。「
旅
館
の
雨
は
哀
れ
のも
の
に
候
。
況
ん
や
秋
己
に
木
の
葉
落
ち
そ
め
た
る

此
の
頃
に
於
て
お
や。
旅
館
無
人
暮
雨
魂
故
郷
有
母
秋
風
涙
の
名
句
も、
わ

が
身
の
上
の
今
の
事
に
や
と
思
い
当
た
り
候
」
と
せ
つ
せ
つ
の
旅
愁
を
述
べ
て

い
る
。

そ
の三
浦
屋
は
現
在
の
空
知
大
橋
を
渡
り、
滝
川
公
園
に
向
か
っ
て
約
十
五

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
磧
の
真
中
に
な
って
い
た
。

「た
だ
見
る
此
一
小
駅
は
森
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
一
つ
の
弧
島
で
あ
る
。
停

車
場
に
附
属
す
る
処
の
二
三
の
家
屋
の
外、
人
間
に
縁
あ
る
も
の
は
何
も
な

い
。
長
く
響
い
た
汽
笛
が
森
林
に
反
響
し
て
脈
と々
し
て
遠
く
消
え
去
っ
た

時、
寂
然
と
し
て
言
う
可
か
ら
ざ
る
静
け
さ
に
此
の
弧
島
は
還
っ
た
」
と
嘆
息

さ
せ
た
空
知
太
駅
は
信
号
所
付
近
で
あ
る
。

「北
海
道
は
実
に
壮
大
な
自
然
で
す
。
バ
クバ
ク
ボ
ウ
ボ
ウ
た
る
大
密
林、

わ
た
し
は
一
日
も
早
く
貴
女
と
共
に
こ
の
原
野
に
住
み
た
い。
…
…
頼
り
に
思

う
は
貴
女
だ
け
、
こ
こ
で
十
年
も
辛
抱
し
た
ら
き
っと
独
立
自
活
出
来
る
。
そ

光

の
時
ま
で
に
文
学
界
で
も
一
旗
あ
げ
る
だ
ろ
う
」
と
愛
人
信
子
に
手
紙
を
送
り

夢
を
追
っ
て
楽
し
い
空
想
に
耽
っ
て
い
た
。

彼
は三
浦
屋
に
休
憩
す
る
こと
二
時
間
余
で、
空
知
太
駅
に
引
き
返
し
て
歌

志
内
に
向
か
い、
全
石
川
旅
館
の
子
供
と
歌
志
内
の
佐
久
志
か
ら
赤
平
の
出
合

橋
に
出
る
山
路
を
経
て、
井
田
某
と
い
う
道
庁
の
役
人
に
面
接
し
た
の
で
あ
る

が
、
当
時
空
知
川
の
沿
岸
道
路
が
い
か
に
嶮
し
か
っ
た
か
が
し
の
ば
れ
よ
う
。

し
かし
、
千
古
斧
鉞
の
入
ら
ぬ
密
林
は
病
弱
な
彼
の
開
拓
に
は
あ
ま
り
に
も

夢
と
現
実
と
の
隔
り
が
あ
っ
た
。
昨
日
ま
で
の
信
子
と
の
空
想
は
一瞬
にし
て

覚
め、
歌
志
内、
砂
川
を
廻
っ
て
東
京
へ
と
引
揚
げ
て
い
っ
た
。

九
月
十
七
日
上
野
駅
発、
九
月
十
八
日
夕
刻
室
蘭
上
陸、
同
十
九
日
札
幌
入

り
(札
幌
滞在)、

同
二
十
五
日
札
幌
発
空
知
太
下
車
、
歌
志
内
个
旅
館
泊
り、
同

二
十
六
日
个
旅
館
泊
り、

「空
知川
の
岸
辺
」
上
梓
明
治三
十
五
年
一
月
十二

日
。昭
和
七
年
五
月、
石
黒
白
萩、
白
井
敏三
等
が
中
心
に
な
り
滝
川
歌
人
会
な

ど
に
よ
っ
て
尺
角
一二
尺
の
青
木
の
木
碑
が
岩
見
紫
川
の
碑
文
字
で
、
三浦
屋

敷
跡
に
建
て
ら
れ
た
が、
太
平
洋
戦
争
中、
心
無
い
人
の
た
め
い
つ
し
か
取
り

払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
十
八
年
八
月、
独
歩
の
足
跡
を
研
究
し
て
い
た
滝
川
駅
の
工
藤
鉄
男
が

こ
れ
を
遺
憾
に
思
い、
自
費
で
五
寸
角
高
さ
一五
尺
の
ト
ド
松
の
木
碑
を
造

り、
畑
中
順
太
郎
の
揮
毫
に
よ
り
「
国
木
田
独
歩
之
碑」
を
再
建
し
た。

こ
の
こ
ろ
か
ら
滝
川
文
化
協
会
常
任
理
事
で
あ
っ
た
根
井
清
を
中
心
と
し

て、
石
造
の
碑
の
建
設
が
持
上
り
昭
和
二
十
五
年三
月
十
五
日
「独
歩
の
碑
」

建
設
期
成
会
が
結
成
さ
れ
た
。
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会
長
武
田
勝
夫、
副
会
長
佐
野
一
夫
が
推
薦
さ
れ
委
員
と
し
て
滝
川
町
及
び

砂
川
町
か
ら
根
井
清、
工
藤
鉄
夫、
菊
地
秀
一、
谷
口
和
夫
、
田
中
芳
勝、
荒

木
滋
朗、
千
葉
壮
一、
三
浦
光
正、
金
子
協
平、
石
黒
正
信
で、
総
工
費
一
五

万
は
滝
川
町、
砂
川
町
の
助
成
の
ほ
か、
資
金
調
達
の
た
め
鉛
筆
販
売、
映
画

興
業
に
よ
る
利
益
を
収
め
こ
れ
を
充
て、
篤
志
家
の
寄
付
に
頼
ら
な
い
方
針
を

と
っ
た
の
で
、
相
当
な
苦
労
が
伴
っ
た
と
い
え
る
。

鉛
筆
に
つ
い
て
少
し
く
わし
く
述
べ
る
と
、
一本
八
円
二
万
本
を
目
標
にし

て、
滝
川
や
新
十
津
川
の
学
校、
各
事
業
所
で
、
砂
川、
上
砂
川
に
ま
で
及
ん

で
いる
。

国木田独歩

鉛
筆
は
キ
ャ
ップ
付
の
水
松、

「国
木

田
独
歩
碑
建
設
資
金
」
の
銘
を
入
れ
札
幌

キ
ン
シ
鉛
筆
株
式
会
社
製
で
あ
り、
結
局

の
と
ころ
そ
の
純
益
は
原
価
四
万
五
、
○

〇
〇
円
と
し
、
六
万
八
、
〇
〇
〇
円
程
度

独 歩 の碑

と
な
り
、
こ
れ
が
建
設
費
財
源
の
も
と
と
な
っ
た
。

建
設
場
所
は
滝
川
公
園
入
口
近
く
の
独
歩
ゆ
か
り
の
空
知
川
岸
辺
で、
碑
石

は
赤
平
町
ホ
ロ
クラ
川
上
流
の
自
然
石
、
台
石
は
料
亭
松
の
家
の
庭
石
基
盤
は

空
知
川
の
石
を
集
め
た
も
の
で、
も
と
日
展
審
査
員
一
水
会
員
中
村
善
策
の
揮

毫
、
石
工
山
崎
鶴
吉
の
彫
刻
に
よ
り、
昭
和二
十
五
年
九
月
二
十
五
日
建
立、

十
月
三
日
除
幕
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

碑
面
に
は
「空
知
川
の
岸
辺
」
碑
陰
に
は
「
余
は
今
も
尚
空
知
川
の
沿
岸
を

思
ふ
と、
あ
の
冷
厳
な
る
自
然
が、
余
を
引
き
つ
け
る
よ
う
に
感
ず
る
の
で
あ

る
。
何
故
だ
ら
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

石 川啄木

石
川
啄
木
の
歌
碑

こ
の
歌
碑
は、
作

品
の
生
ま
れ
た
ゆ
か
り
の
地
、
空
知
大
橋

の
た
も
と
の
金
比
羅
神
社
境
内
に、
滝
川

文
化
協
会
根
井
清、
滝
川
歌
人
会
石
黒
白

萩
、
金
子
協
平、
斉
藤
正
幸
ら
相
計
り、

啄木の歌碑
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市
内
各
界
の
協
力
援
助
を
得
て、
昭
和二
十
五
年
六
月
十
日
建
立
さ
れ
た
も
の

で、
昭
和
四
十
六
年、
滝
川
公
園
内
に
あ
る
空
知
川
旧
川
筋の
古
川
ほ
と
り
に

移
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

碑
面
に
は

明
治
四
十
一
年
一
月
二
十
日
彼
小
樽
を
立
ち
て
旭
川
に
向
ふ
途
中
雪
深
き
空
知
川
を
望

み
て
詩
情
わ
き

空
知
川
雪
に
埋
れ
て
鳥
も
見
え
ず

岸
辺
の
林
に
人
ひ
と
り
ゐ
き

と
小
田
観
螢
の
揮
毫
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。

石
川
啄
木
と
滝
川
と
の
つ
な
が
り
は、
明
治
四
十
一
年
一
月、
啄
木
が
小
樽

日
報
社
か
ら
釧
路
新
聞
社
に
転
職
す
る
途
中、
こ
こ
を
通
過
し
た
時
の
こ
と

で、
啄
木
の
日
記
に
よ
る
と
一
月二
十
日
十
時
半
岩
見
沢
を
出
発、
砂
川
で
昼

食
そ
の
日
の
う
ち
に
旭
川
に
着
い
て
い
る
の
で、
た
ぶ
ん
午
後
に
入
っ
て
空
知

大
橋
下
流
の
鉄
橋
を
通
過
す
る
時、
雪
に
埋
も
れ
た
空
知
川
を
望
見
し
て
生
ま

れ
た
作
品
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

寂
莫
を
敵と
し
友
と
し

雪
の
な
か
に

長
き
一
生
を
送
る
人
も
あ
り

啄
木
は
遠く
日
高
の
山
中
に
籠
っ
た
大
嶋
流
人
の
面
影
を
脳
裏
に
描
き、
寂

莫
の
中
に
唯
一
人
生
き
る
人
間
の
逞
ま
し
さ
に
打
た
れ
「あ
あ
こ
こ
に
も
人
生

が
あ
る
」
と
生
活
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
自
分
の
心
に
火
を
点
じ
、
鞭
打
ち
続
け

た
の
で
あ
る
。

啄
木
は
す
で
に
国
木
田
独
歩
の
「空
知
川
の
岸
辺」
を
読
み、
特
に
空
知川

に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り、
夢
多
き
日
の
独
歩
の
理
想

主
義
と
自
己
の
現
実
主
義
と
を
心
に
闘
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
いう
ま
で
も
な

第
四
章
観

光

い
。北
泉
岳
寺
北
海
道
四
十
七
義
士
の
墓

空
知太
泉
学
寺
住
職
皆
上
正
学
は、

昭
和
五
年
以
来
勝
景
の
地
を
選
ん
で、
北
海
道
四
十
七
義
士
墓
建
立
の
悲
願
を

起
こ
し、
本
道
発
展
の
よ
す
が
と
し
た
い
計
画
を
立
て、
昭
和
七
年
総
代
亀
谷

虎
蔵
ら
と
相
談
し、
そ
の
実
現
に
努
力
し
た
が、
江
戸
三
ヵ
寺
の
名
刹
を
誇
る

泉
岳
寺
と
の
了
解
を
得
る
に
い
た
ら
ず
、
昭
和
十
三
年三
月
遷
化し
た
。

昭
和
十
八
年
皆
上
誠
信
が
法
燈
を
つ
い
で二
世
住
職
に
就
任、
寺
門
の
興
隆

を
念
願
し
た
が、
昭
和
二
十
年
我
が
国
未
曾
有
の
敗
戦
に
よ
っ
て
人
心
の
混
迷

極
に
達
し、
進
駐
軍
の
駐
留
占
領
政
策
の
実
施
で
国
民
の
虚
脱
状
態
は
い
つ
尽

き
る
と
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

昭
和二
十
七
年
九
月三
浦
光
正
と
と
も
に
先
代
の
意
図
し
た
義
士
墓
建
設
の

こ
と
を
談
合
し、
た
ま
た
ま
三
井
建
設
社
長
星
野
靖
之
助
と
知
り
合
う
機
会
を

得
て
泉
岳
寺
と
の
交
渉
を
依
頼
し
た
。

幸
い
に
星
野
靖
之
助
の
努
力
に
よ
っ
て、
十
二
月
泉
岳
寺
の
了
解
を
得
る
運

び
と
な
っ
た
。

十
二
月
十
四
日
発
起
人
会
を
作
り
、
北
海
道
四
十
七
義
士
霊
地
建
設
世
話
人

会
と
し
、
泉
学
寺
を
改
め
て
北
泉
岳
寺
と
改
称
す
る
こと
、
四
十
七
義
士
墳
墓

の
土
を
分
霊
と
し
高
輪
泉
岳
寺
と
同
一
の
墓
を
建
設
再
現
を
目
的
と
し
て
邁
進

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和二
十
八
年
募
金
に
着
手
し
、
三十
一
年
工
事
完
成、
同
年
七
月
十
四
日

開
服
供
養
を
行
っ
た
。

北
泉
岳
寺
北
東
の
台
地
に、
高
輪
泉
岳
寺
の
墓
所
から
四
十
七
士
の
墓
の
土

を
移し、

墓
石
は
すべ
て
同
寸
法、
文字
は
原
墓
碑
の
拓
本
によ
り
彫
刻
し
た
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蜀
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義士墓建立碑

も
の
で
、
仙
台
石
並
び
に
登
別
石

を
と
り
寄
せ、
山
崎
鶴
吉
の
彫
刻

で
工
事
準
備
を
進
め
昭
和
三
十
年

十
二
月
十
四
日
、
義
士
討
入
り
の

日
を
ト
し
て
起
工
式
が
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

完
成
後
は
毎
年
十
二
月
十
四
日

に
盛
大
な
義
士
祭
が
あ
り
、
名
物

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

道
立
滝
川
畜
産
試
験
場

東
滝

川
に
あ
り
、
滝
川
駅
よ
り
約
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル、
東
滝
川
駅
か
ら
は

約
一
キ
ロ
メー
ト
ル、
中
央
、バ
ス

芦
別
方
面
に
乗
れ
ば、
下
車
し
て

義 士 祭

滝川畜産試験場 徒
歩
で
約
八
分
で
あ
る
。

明
治三
十
九
年
六
月、
当
時
農
商
務

省
の
所
管
牧
場
と
し
て
開
設
さ
れ、
大

正
七
年
四
月
農
商
務
省
所
管
滝
川
種
羊

場
を
創
設
し、
昭
和
七
年二
月
五
日、

北
海
道
庁
立
滝
川
種
羊
場
に
移
管、
昭

和
三
十
三
年
北
海
道
立
滝
川
種
畜
場
と

な
り
、
昭
和
三
十
七
年
道
立
滝
川
畜
産

試
験
場
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
の
印
象
は
大
自
然
に
恵
ま
れ

た
風
物
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
広

大
な
草
原、
丘
陵
の
放
牧
場
に
北
欧
的
な
羊
舎
が
点
と々
マ
ッ
チ
し、
悠
々
草

を
喰
む
羊
の
群、
牧
夫
の
口
笛
ひ
と
つ
で
躍
動
す
る
護
羊
犬
コ
リ
ー
、
展
望
台

に
上
っ
て
眺
め
れ
ば
、
ま
さ
に
一
幅
の
絵
画
を
見
る
よ
う
で
、
北
海
道
を
象
徴

す
る
大
牧
場、
滝
川
畜
産
試
験
場
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

滝
の
川
公
園

明
治
二
十
三
年
、
滝
川
屯
田
兵
が
入
地し
て
間
も
な
く、

大
隊
長
野
崎
貞
次
の
発
案
で、
二
の
坂
東
側
小
高
い
所
に
神
霊
の
地
を
選
び
滝

の
川
遙
拝
所
を
建
設
し
た。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
滝
の
川
神
社
で
あ
る
が、
そ
の

後
明
治
三
十
八
年
一
の
坂
に
奉
遷
し
て
滝
川
神
社
と
称
し
今
日
に
至
っ
て
い

る
。し
か
し
、
こ
の
旧
地
に
は
小
祠
を
造
営
し、
長
く
聖
地
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
た
。
大
正三
年
九
月
こ
の
地
に
忠
魂
碑
を
建
設
し
て、
毎
年
盛
大
な
招
魂
祭
を
執
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行
し
て
い
た
が、
大
正
十
四
年
七月
滝
川
神
社
境
内
に
移
設
さ
れ、
そ
の
後
顧

み
る
も
の
も
な
く
放
置
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
三
十
四
年
市
の
発
展
に
伴
い、
佐
久
間
市
長
の
発
案
で
こ
の
地
を
公
園

化
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

公
園
の
広
さ
は
一万
一、
六二

一坪
(三
町
八反
七
畝一
一歩)

で
、
三十
四

第
四
章
観

光

滝の川 運動公園

年
度
中、
地
内
に
池
を
掘
り、
排

水
工
事
を
施
し
遊
歩
道
路
を
造
る

計
画
を
樹
て
、
ま
ず
御
手
洗
川
に

工
費
一
八
万
円
を
投
じ
て
タ
イ
コ

橋
を
架
設
し
た
。

三十
五
年
度
に
は
五
〇
万
円
の

予
算
で、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
を
入
れ

丸加山の放牧

て
整
地
し
雑
木
を
整
理
す
る
な
ど
工
事
を
進
め、
屯
田
兵
ゆ
か
り
の
地
と
し
て

後
世
に
伝
え、
ま
た
市
民
憩
い
の
場
と
し
て
の
「滝
の
川
公
園
」
の
実
現
を
図

っ
て
き
た
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
囲
ん
で
い
る
「滝
の
川
運
動
公
園
」
は、
滝
川
屯
田

兵
の
練
兵
場
と
し
て
文
武
に
利
用
さ
れ
た
滝
川
発
祥
の
地
で、
現
在
は
一六
万

平
方
メー
ト
ル
に
拡
張
し
、
プー
ル、
野
球
場、
陸
上
競
技
場、
バ
レ
ー
コ
ー

ト、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト、
約
三
千
人
収
容
の
野
外
集
会
場
など
を
備
え、
体
力
向

上
と
憩
い
の
場
と
な
っ
た
。

丸
加
山

滝
川
市
江
部
乙
町
の
丸
加
山
(標
高二
八
六
メー
ト
ル)
に
昭
和

四
十
七
年
か
ら
造
成
し
て
いる
広
大
な
市
営
牧
場
が
ほ
ぼ
完
成、
畜
産
振
興
事

業
と
し
て
開
発
し
た
丸
加
山
で
あ
る
が、
頂
上
付
近
か
ら
の
展
望
は
雄
大
、
昭

和
五
十
年
度
事
業
費
九〇
〇
万
円
を
も
っ
て
展
望
台、
駐
車
場、
休
憩
所、
便

所
そ
の
他
の
施
設
が
整
備
さ
れ
た。

国
道
十二
号
線
の
カ
ー
ブ
か
ら
東
へ
六
キ
ロ
メー
ト
ル、
頂
上
に
行
く
途
中

あ
ず
ま
や
(休
憩
所)
と
駐
車
場
(三
〇台)、

さら
に三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
行
っ
た

頂
上
付
近
に
鉄
や
ぐ
ら
の
展
望
台
が
あ
り
滝
川
市
街、
深
川
市
街が
見
え、
遠

く
に
石
狩
川、
約
四
百
ヘ
ク
ター
ル
の
草
地
に
黒
毛
和
種
の
肉
牛
が
あ
ち
こ
ち

で
群
を
つ
く
っ
て
い
る
。

丸
加
山
は
市
肉
の
牛
肉
生
産
基
地
と
し
て
造
成
さ
れ、
五
十
七
年
に
完
成
予

定
で、
現
在
肉
牛
四
六
五
頭、
乳
牛
三
二
頭、
馬
三
〇
頭
が
放
牧
さ
れ
て
お
り

山
全
体
を
覆
う
新
鮮
な
空
気
と
澄
ん
だ
空
気
は、
多
く
の
人
の々
心
を
な
ご
や

か
に
し、
ま
た、

「自
然
の
家
」
は、
夏
は
キ
ャン
プ
、
冬
は
ス
キ
ー
に
と
、

市
民
の
学
習
・
体
位
向
上
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る。
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第
十
三
編
生
活
と
文
化

滝 川 市 案 内

ご
リンゴ園

丸加山水田
国保病院

線道
道々江部乙雨竜線 日 養護老人ホーム)

特別 養護老人ホーム「緑寿園」4
軽費老人ホーム 自然の家

水田 えべおつ
農 村環境改善雨竜沼暑寒別岳 センタ函 函

館
本
線

玉ねぎ産地My 水田
陸 上自衛隊 工業団地
▷滝川駐屯地

畜産試験場滝の川運動公園 滝の川 斎苑

住宅団地
陸上競技場

営 球場
青年体育センターでmp

東滝川
口 ・根室本線

場フルゴ民市

石狩川橋子 勤労青少年 -市立病院 ・消防署40

国道38号線
5 流通団地

空 知川 □□□ 図書館・河川 緑地
広域生活総合センター(クフロロ総 合 福祉センタ 空知川

空知大橋
滝川公園玉ねぎ産地 啄木の碑 独歩の碑

「下水処理センタ

鶴沼公園 スキー場

第
二
節
滝
川
市
の
周
辺
観
光

滝
川
市
を
起
点
に
し
て、
中
央
バ
ス
や
車
を
利
用
し
て
訪
れ
る
こと
の
で
き

る
中
空
知
広
域
圏
の
観
光
地
を
あ
げ
る
と、

雨
竜
町
(雨
竜
沼と
南
暑
寒
別
岳
)
道
江々
部
乙
雨
竜
線

暑
寒
別
道
立
自
然
公
園
の
中
に
あ
る
雨
竜
沼
は
標
高
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル。
日

光
の
尾
瀬
ヶ
原
に
匹
敵
す
る
我
が
国
で
は
珍
し
い
高
層
湿
地
帯、
ミ
ズ
ゴ
ケ
の

堆
積
で
で
き
た
広
い
湿
原
内
に
は、
大
小
百
数
箇
の
湖
沼
群
(地
塘)
が
点
在

し、
数
多く
の
湿
原
植
物
や
高
山
植
物
が
群
生
し
て、
神
秘
的
な
景
観
を
か
も

し
出
し
て
い
る
。

芦
別
市
(芦
別
温
泉)
国
道三
十
八
号
線

途
中、
東
滝
川
で
道
立
畜
産
試
験
場
に
寄
っ
て、
広
漠
た
る
草
原
に
一
団
と

な
っ
て
群
れ
遊
ぶ
羊
の
大
群
を
見、
雄
大
な
ス
ケ
ー
ル
と
牧
歌
的
な
風
景
を
味

わ
っ
て、
緑
と
湖
の
街
芦
別
へ。
こ
こ
は
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ、
自
然
的、

人
工
的
観
光
レ
ク
リ
エー
シ
ョン
の
施
設
の
あ
る
所
で、
日
本
で
唯
一
ヵ
所
の

十
二
支
公
苑、
道
内
随
一
の
銘
石
石
定
大
浴
場
を
も
つ「レ

ジ
ャー
ラ
ン
ド
」、

薬
用
効
果
高
い
「芦
別
温
泉」、

樹
木
と
小
動
物
の
多
い
旭
ヶ
丘
公
園
、
渓
流

で
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
を
楽
し
め
る
河
川
、
奇
岩、
樹
木
を
映
し
落
ち
る
滝
の
数

…々
…
。
ホ
テ
ル
五
重
の
塔
な
ど
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
観
光
地
。
富
良

野、
芦
別
道
立
自
然
公
園、
冬
は
国
設
芦
別
ス
キ
ー
場
や
三
角
山
ス
キ
ー
場
で

楽
し
む
の
も
よ
い
。
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吉 野公 園道立こどもの国

鶴 沼公園

新
十
津
川
町
(吉
野
公
園)
道
滝々
浜
線

滝
川
から
浜
益
に
向
か
っ
て
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、
広
さ
約
四
万
二
千
三
百

八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
面
積
で、
誰
で
も
気
軽
に
家
族づ
れ
で
楽
し
め

る
。浜
益
石
を
数
段
に
積
み
上
げ
た
高
さ
一〇
・
五
メー
ト
ル
の
人
工
滝、
駐
車

場
、
と
ん
が
り
屋
根
の
トイ
レ、
あ
ず
ま
や、
キ
ャン
プ
場
な
ど
あ
り、
キ
ャ

ンプ
場
に
は
炊
事
場
や
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
が
設
置
さ
れ
て
いる
。

浦
臼
町
(鶴
沼
公
園)
国
道二
百
七
十
五
号
線

樺
戸
山
連
峰と
石
狩
川
に
抱
か
れ
た
浦
臼
に
は、
大
小
の
沼
が
多
い、
な
か

で
も
景
勝
の
地
は、
元
宮
内
省
の
鶴
繁
殖
地
で
あ
っ
た
「鶴
沼
公
園
」
で
、
白

鳥
、
鹿
等
の
小
動
物
を
飼
育
し
て
お
り
、
桜、
紅
葉
の
名
所
で
あ
り
、
人
の々

憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
。
特
産
物
と
し
て
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ、
馬
鈴
薯

な
ど
あ
り、
ツ
ツジ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
等
の
花
木
も
生
産
し
て
い
る
。
「自
然
休

養
村
」
の
指
定
地
区
も
受
け
果
樹
も
ぎ
取
園、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
の
建

設
、
そ
の
他
公
園
整
備
等
を
行
っ
て
い
る
。

砂
川
市
(こ
ど
も
の
国
)
国
道十
二
号
線

空
知
大
橋
を
渡
っ
た
ら、
水
郷
滝
川
公
園
に
寄
り
「独
歩
の
碑
」「啄
木
の
碑
」

に
空
知川
の
詩
情
を
味
わ
い、
国
道
に
戻
っ
て、
さ
ら
に
「赤
穂
四
十
七
義
士

之
墓
」
に
詣
で
る
。
や
が
て
自
然
を
生
かし
た
道
内
第
一号
の
「道
立
こ
ど
も

の
国
」
の
標
識
を
見
る
。
石
山
の
方
向
に
車
を
進
め
て
行
く
。

既
に
完
成
し
た
宿
泊
二
〇
〇
人
収
容
の
道
立
自
然
の
家、
さ
ら
に体
育
館
は

じ
め
科
学
館、
人
造
湖、
野
鳥
の
森
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス、
こ
ど
も
の
国
鉄
道
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
等
の
施
設
が
建
設
さ
れ
る
。
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ま
た
、
キ
ャン
プ
場
も
一万
二
九
平
方
メー
ト
ル
の
中
に
炊
事
場、
水
道
施

設
が
完
備
し、

一〇
〇
人
収
容
が
で
き
る
。

こ
の
他
、
北
光
公
園
が
あ
り、
近
く
に
は
海
洋
セン
タ
ー
が
あ
り
、
沼
上
に

カ
ヌ
ー
、
ヨ
ッ
ト、
カ
ッ
ター
が
見
え
、
風
を
受
け
ョ
ッ
ト
が
帆
を
張
り
、
滑

る
よ
う
に
走
る
姿
も
ま
た
格
別
な
趣
き
で
あ
る
。

・
上
砂
川
町
(国
民
保
養
セ
ン
ター
上
砂
川
岳
温
泉と
上
砂
川
国
際
ス
キ
ー
場)

豊
か
な
緑
と
清
流
に
囲
ま
れ
た
(環境
庁
指定)

美
し
い
自
然
が
、
訪
れ
る
人

の々
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
。
上
砂
川
岳
の
厳
し
い
気
象
条
件
が
創
り
出
す

優
れ
た
雪
質、
起
伏
と
緩
急
に
富
ん
だ二
、

「上
砂
川
岳
国
際
ス
キ
ー
場
」
が
あ
る
。

〇
メー
ト
ル
の
大
ゲ
レン
デ

な
お、
国
民
保
養
地
内
に
は
桜
公
園
(一、

〇〇
〇
本)
つ
つじ
、
バ
ラ
公
園
、

キ
ャン
プ
場
、
清
流
奇
岩
を
展
望
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
の
諸
施
設
が
あ

ないえ温泉

り
、
四
季
を
通
じ
て、
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
自
然
境
で
あ
る
。

・
奈
井
江
町
(な
い
え
温
泉)

国
鉄
奈
井
江
駅
か
ら
車
で
一
五
分、
中
央
バ
ス
が
一
日
九
往
復
し
て
お
り、

温
泉
付
近
の
山
は々、
大
自
然
に
抱
か
れ、
春
は
野
鳥
が
さ
え
ず
り
、
こ
ぶ

し、
山
桜
が
咲
き
乱
れ、
上
砂
川
に
抜
け
る
道
は、
夏
の
緑、
秋
の
紅
葉
と
絶

好
の
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と
な
り、
特
に
爾
波
山
展
望
台
から
の
眺
望
は
素
晴
し

く、
山
麓
を
迂
回
す
る
里
山
林
道
の
ハイ
キン
グ
コ
ー
ス
は
有
名
で
あ
り
、
な

だ
ら
か
な
ス
ロー
プ
の
続
く
ス
キー
場
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

温
泉
の
泉
質
は、
硫
化
水
素
泉
で
温
元
か
ら
毎
分
一、
〇
〇
〇
立
方
湧
出

し
、
浴
用、
飲
用
と
し
て
利
用、
そ
の
効
め
の
良
さ
は
好
評
で
あ
る
。

滝
川
を
起
点
に
観
光
コー
ス
の
設
定
も
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
実
現
策

も
緊
要
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い。
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上砂川岳国際スキー場
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